
１．整備したい森林の状況
① 地目が「山林」である。
② 私有林又は市有林（旧慣使用地）又は集落林又である。

③ 森林経営計画が策定されていない。
④ 市やその他団体が造林を行っていない。
⑤

「１-①～⑤」すべてを満たす

２．申請主体（※1） いいえ
○

はい

３．森林の構成樹種と位置
① 7割以上は「スギ」ですか。（※2）
②

「３-①・②」の両方を満たす。
Ｃ-1 密度管理を実施し伐採木を利用したい。

=間伐（材利用） 標準単価：650,000円/ha

Ｃ-2 密度管理を実施し伐採木を利用しない。
=間伐（材未利用） 標準単価：450,000円/ha

Ｃ-3 形質の悪い木や不要樹種を間引きたい。
=除伐 標準単価：250,000円/ha

※1 作業の直営又は委託は問いません。また、申請主体構成員に市税等の未払いがないことを条件とします。
※2 事前審査資料において準備をお願いする「標準地状況集計表」によります。
※3 事前審査資料において準備をお願いする「実施予定場所の図面」により農林整備課にて判断いたします。
※4 お問い合わせ窓口は、農林整備課林政係となります。
※5 森林整備作業はＣ-1～3の作業内容となり、選択パターンによっては枝打ち及び作業道整備に係る補助を上乗せすることができます。

補助金選定フロー

事業区分

「１-①～⑤」のすべては満た
さない。

申し訳ありませんが今回ご案内
差し上げた補助事業の対象外と
なります。Ａ Ａ

過去5年間に市の補助金や国交付金を活用した造
林事業等により整備を行っていない。

Ｂ 里山整備事業の活用をご検討下
さい。（※4）

Ｂ
このたびご案内のスギ林保全対
策モデル事業の対象となる可能
性がございます。事前審査資料
の準備をご検討ください。 
（※5）

自治会又は3名以上で構成する任意団体です
か。 Ｃ

「３-①～②」の両方は満たさ
ない。

Ｂ
森林の位置は居住区に隣接又は近接していま
すか。（※3）

Ｃ
森林整備の作業を次の3パターンか
ら選択してください。（1申請主体
当り、実施面積の合計は0.10ha以
上1.00ha以下とします。）


